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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月22日(2014.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　以下、本発明の球状黒鉛鋳鉄を用いて、自動車用ブレーキキャリパに製造した実施例に
基づいて、さらに詳細に説明する。ただし、本発明は、以下の実施例に限定されることは
ない。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実質的に希土類元素を含有しない球状黒鉛鋳鉄の製造方法であって、
　取鍋にて、質量比で、Ｍｇ：３．０～６．０％、Ｃａ：１．０～２．０％、Ｂａ：０．
５～３．５％、Ａｌ：０．３％以下含有し、実質的に希土類元素を含有しないＦｅ－Ｓｉ
－Ｍｇ－Ｃａ系合金の球状化剤を、溶湯に対する投入量を、質量比で、０．８～２．０％
として、球状化処理を行うとともに、
　Ｆｅ－Ｓｉ系接種剤を用いて接種処理を行い、
　その後、溶湯を鋳型に鋳込む前に、質量比で、Ｓｉ：４５～７５％、Ｃａ：１．０～３
．０％含有するＦｅ－Ｓｉ－Ｃａ系接種剤を、溶湯に対する投入量を、質量比で、０．２
～０．４％として注湯流接種処理を行うことにより、
　得られる球状黒鉛鋳鉄の最終組成を、質量比で、Ｃ：３．０～４．５％、Ｓｉ：３．０
～４．０％、Ｍｎ：０．２～０．４％、Ｓ：０．００６～０．０２０％、Ｃｕ：０．０８
～０．３０％、Ｓｎ：０．０２０～０．０４０％、Ｍｇ：０．０１５～０．０５０％、Ａ
ｌ：０．０３％以下、Ｚｎ：０．０１％以下、残部がＦｅおよび不可避不純物とすること
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を特徴とする、球状黒鉛鋳鉄の製造方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の球状黒鉛鋳鉄の製造方法によって得られ、球状黒鉛化率が８５％以上
、引張強度が４５０ＭＰａ以上、伸びが１５％以上、ヤング率１７０ＧＰａ以上、対数減
衰率が１．０×１０-3以上、製品肉厚が６ｍｍ以下の薄肉部のチル面積率が１％以下であ
って、各断面部のマクロ検査において、直径または長径が１ｍｍ以上の引け巣、ピンホー
ル、空孔が存在しないことを特徴とする、球状黒鉛鋳鉄部材。
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